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津波浸水想定について

（解説：第２版）

１． 津波対策の考え方

平成 23 年 3 月 11 日に発生した東日本大震災による甚大な津波被害を受け、内閣府中

央防災会議専門調査会では、新たな津波対策の考え方を平成 23 年 9 月 28 日（東北地

方太平洋沖地震を教訓とした地震・津波対策に関する専門調査会報告）に示しました。

この中で、今後の津波対策を構築するにあたっては、基本的に二つのレベルの津波を

想定する必要があるとされています。

一つは、住民避難を柱とした総合的防災対策を構築する上で想定する「最大クラスの

津波」（Ｌ２津波）です。

もう一つは、海岸堤防等の構造物によって津波の内陸への浸入を防ぐ海岸保全施設等

の建設を行う上で想定する「比較的発生頻度の高い津波」（Ｌ１津波）です。

長崎県ではこれまでの県独自の調査結果や内閣府で公開された南海トラフの巨大地震

の調査報告等も踏まえて、「最大クラスの津波」に対して総合的防災対策を構築する際の

基礎となる津波浸水想定を作成し、平成 26 年 3 月 31 日に第１版を公表しました。

第２版では、国土交通省・内閣府・文部科学省が平成 26 年 8 月に公表した「日本海にお

ける大規模地震に関する調査検討会」の調査報告を踏まえ、津波浸水想定を見直しました。

図－１ 津波対策を講じるために想定すべき津波レベルと対策の基本的な考え方

平成 28 年 10 月 31 日公表

長 崎 県
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２． 留意事項

○「津波浸水想定」は、津波防災地域づくりに関する法律（平成２３年法律第１２３号）

第８条第１項に基づいて設定するもので、津波防災地域づくりを実施するための基礎

となるものです。

○「津波浸水想定」は、最大クラスの津波が悪条件下において発生した場合に想定され

る浸水の区域（浸水域）と水深（浸水深）を表したものです。

○ 最大クラスの津波は、現在の科学的知見を基に、過去に実際に発生した津波や今後発

生が想定される津波から設定したものであり、これよりも大きな津波が発生する可能

性がないというものではありません。

○ 浸水域や浸水深は、局所的な地面の凹凸や建築物の影響のほか、地震による地盤変動

や構造物の変状等に関する計算条件との差異により、浸水域外でも浸水が発生したり、

浸水深がさらに大きくなったりする場合があります。

○「津波浸水想定」の浸水域や浸水深は、避難を中心とした津波防災対策を進めるため

のものであり、津波による災害や被害の発生範囲を決定するものではありません。ま

た、一定の条件を設定し計算した結果のため、着色されていない区域が必ずしも安全

というわけではありません。

○ 浸水域や浸水深は、津波の第一波ではなく、第二波以降に最大となる場所もあります。

○「津波浸水想定」では、津波による河川内や湖沼内の水位変化を図示していませんが、

津波の遡上等により、実際には水位が変化することがあります。

○ 今後、数値の精査や標記の改善等により、修正の可能性があります。
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３． 津波浸水想定の記載事項及び用語の解説

（１）記載事項

＜基本事項＞

① 浸水域

② 浸水深

③ 留意事項（２．に前記した事項）

（２）用語の解説

① 浸水域について

・ 海岸線から陸域に津波が遡上することが想定される区域。

② 浸水深について

・ 陸上の各地点で水面が最も高い位置にきたときの地面から水面までの高さ。

・ 図－２のような凡例で表示。

③ 津波水位について

・ 津波襲来時の海岸線における津波水位（図－３）の最大値を標高で表示。な

お、気象庁が発表する津波の高さは、平常潮位（津波が無かった場合の同じ

時刻の潮位）からの高さ（図－４）であり、津波水位とは基準が異なります。

図－２ 浸水深 凡例 図－３ 長崎県の津波水位の定義

図－４ 気象庁の津波の高さの定義

.

.

東京湾平均海面（T.P.±0m）

海岸線

津波水位（T.P.m）

朔望平均満潮位（T.P.m）

地震後の堤防

○ 耐震・液状化対策が無しの場合
・ コンクリート製・・・破壊
・ 盛土・・・・・・・・・・・地震前の25％の高さ

○ 耐震・液状化対策が有りの場合
・ 沈下等無

○ 越流したら破堤

地震前の堤防

浸水深（m)

浸水域（浸水深を着色）

津波波高(m)
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４． 対象津波（最大クラス）の設定について

（１）過去に長崎県沿岸に来襲した津波について

過去に長崎県沿岸に来襲した既往津波については、「日本被害津波総覧〔第２版〕、

渡辺（1998）」、「日本被害地震総覧、宇佐美他（2013）」、「津波痕跡データベース、

東北大学工学研究科他」等から、津波高に係る記録が確認できた津波を抽出・整理

しました。

なお、寛政４年（1792 年）の雲仙岳の火山活動により発生した山体崩壊に伴う津

波については別途参考資料に取りまとめておりますので、ご参照ください。

（２）長崎県沿岸に来襲する可能性のある津波について

海溝型地震（図－５）については、内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」

が公表した 11 ケースの津波断層モデルのうち、長崎県に最も影響が大きいものを設

定しました。

活断層型地震については、次の２点を踏まえて、防災上の観点から各沿岸部にお

ける最大クラスの地震・津波について、長崎県独自の検討を行いました。

① 有明海については、これまで長崎県が実施してきた活断層調査、地震アセス

メント調査の結果および地震調査研究推進本部の研究成果等に基づいて設定。

② 日本海側については、長崎県の独自断層として地震調査研究推進本部の研究

成果や近隣県の調査資料等に基づいて設定したものに加え、国土交通省・内

閣府・文部科学省が平成 26 年 8 月に公表した「日本海における大規模地震に

関する調査検討会」の調査結果（図－６）に基づいて設定した。

南海トラフの巨大地震の新たな想定震源断層域

図－５ 「南海トラフの巨大地震モデル検討会」公表 想定震源断層域
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日本海における大規模地震に関する調査検討会での想定震源断層域

図－６ 「日本海における大規模地震に関する調査検討会での想定地震」公表 想定震源断層域

（３）選定した最大クラスの津波について

平成 26 年 3 月に長崎県が公表した、長崎県沿岸に最大クラスの津波をもたらすと

想定される５つの津波断層モデルに加え、本改定版では、国土交通省・内閣府・文

部科学省が平成 26 年 8 月に公表した「日本海における大規模地震に関する調査検討

会」の西山断層及び北方延長部の断層（F60）大すべり左側による津波断層モデルを

選定しました（図－７）。

＜選定した最大クラスの津波＞

１）平成 26 年 3 月公表（第１版）で選定した津波断層モデル

①南海トラフ ケース５、②南海トラフ ケース 11、

③大村-諫早北西付近断層帯、④雲仙地溝南縁東部断層帯と西部断層帯の連動、

⑤対馬海峡東の断層

２）今回（第２版）で追加して選定した津波断層モデル

⑥西山断層及び北方延長部の断層（F60）大すべり左側

長長崎崎県県へへのの影影響響

がが大大ききいい断断層層



6

図－７（１） 選定した最大クラスの津波断層モデル

対象
津波

海溝型地震

「南海トラフの巨大地震モデル検討会」公表（H24.8.29）による想定地震津波

ケース５ ケース 11

ﾏｸﾞﾆ
ﾁｭｰﾄﾞ

Mw = 9.1

使用
モデル

南海トラフの巨大地震モデル検討会（第二次報告）モデル

概

要

説
明

○ 内閣府「南海トラフの巨大地震モデル検討会」で検討された南海トラフの

うち長崎県内の沿岸に影響が大きいと考えられるケースを選定。

震
源
域

地
盤
の
鉛
直
方
向

変
動
量
分
布
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図－７（２） 選定した最大クラスの津波断層モデル

対象
津波

活断層型地震
「長崎県独自モデル」による想定地震津波

大村-諫早北西付近断層帯
雲仙地溝南縁東部断層帯と

西部断層帯の連動
ﾏｸﾞﾆ
ﾁｭｰﾄﾞ

Mw＝6.7 Mw＝7.1

使用
モデル

長崎県モデル

概

要

説
明

○ 平成 18 年長崎地震発生想定委員

会によって設定された、独自モデ

ル。

○ 地震調査研究推進本部の長期評価

が実施された断層モデルのうち、

長崎県内の沿岸に影響が大きいと

考えられるケース。

震
源
域

地
盤
の
鉛
直
方
向

変
動
量
分
布

「長崎県地震等防災ｱｾｽﾒﾝﾄ調査報告書、
長崎県（H18.3）」より抜粋、加筆

「長崎県地震等防災ｱｾｽﾒﾝﾄ調査報告書、
長崎県（H18.3）」より抜粋、加筆

0m

2m

-2m
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図－７（３） 選定した最大クラスの津波断層モデル

対象
津波

活断層型地震
「長崎県独自モデル」による
想定地震津波

活断層型地震
「日本海における大規模地震に関する
調査検討会」公表（H26.8.26）による
想定地震津波

対馬海峡東の断層
西山断層及び北方延長部の断層

（F60）大すべり左側
ﾏｸﾞﾆ
ﾁｭｰﾄﾞ

Mw＝7.4 Mw＝7.6

使用
モデル

佐賀県(H22)モデル
日本海における大規模地震
に関する調査検討会モデル

概

要

説
明

○ 「佐賀県地震・津波等減災対策調

査、佐賀県（H22）」の調査検討結

果を踏まえ、長崎県が設定したモ

デル。

○ 国土交通省・内閣府・文部科学省

が平成 26年 8月に公表した「日本

海における大規模地震に関する調

査検討会」で検討されたモデルの

うち、長崎県内の沿岸に影響が大

きいと考えられるケースを選定。

震
源
域

地
盤
の
鉛
直
方
向

変
動
量
分
布

「新編日本の活断層、活断層研究会
（1991）」より抜粋、加筆

「日本海における大規模地震に関する調査検討
会、国土交通省（2014）」より抜粋、加筆

今回選定した津波断層モデル
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（４）津波シミュレーションについて

前述した６ケースについて、津波浸水シミュレーションを実施しました。

（５）津波浸水想定図の作成について

津波浸水想定図は、６ケースの津波浸水シミュレーションの結果を重ね合わせ、

最大となる浸水域、最大となる浸水深を表しました。

（６） 最大クラスの津波の設定について

過去に長崎県沿岸に襲来した既往津波と今後襲来する可能性がある各種想定津波

の津波水位を用いて、次のグラフを作成し（図－８）、津波水位が最大となる最大ク

ラスの津波を設定しました。

対馬沿岸の例

図－８ 最大クラスの津波を設定するためのグラフの例

ケース５

ケース 11
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５． 主な計算条件の設定

次の悪条件下を前提に計算条件を設定しました。

（１）初期潮位について

① 海域については、長崎県の各地域海岸における海岸保全基本計画や海岸保全施設

の設計用等に設定した、朔望平均満潮位(T.P.+0.76～2.50m)としました（図－９）。

② 河川内の水位については、平水位、または長崎県沿岸の朔望平均満潮位と同じ水

位としました（図－10）。

図－９ 地域海岸区分と設定初期潮位

図－10 初期水位の設定

平水位

朔望平均満潮位

長崎西沿岸 1.50

橘湾沿岸 1.72

有明海沿岸 2.5

大村湾沿岸 0.76

松浦南部沿岸 1.49

松浦北部沿岸 1.58

壱岐沿岸 1.12

対馬沿岸 0.91

五島沿岸 1.28

初期潮位
T.P.+ｍ

地域海岸区分
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（２）地震による地盤の変動について

地盤高については、地震による地盤の沈下を考慮しました。

隆起する場合は、陸域の隆起は考慮していません。

（３）各種構造物の取り扱いについて

① 地震や津波による各種施設の被災を考慮しました。また、水門・陸閘等について

は、耐震性を有し自動化された施設、常時閉鎖の施設等以外は、開放状態として

取り扱うことを基本としています。

② 各種構造物については、津波が越流し始めた時点で「破壊する」ものとし、破壊

後の形状は「無し」としています。

表－１ 構造物条件

構造物種類 条件

護岸
耐震や液状化に対する技術的評価結果が無ければ、構造物無
しとしています。

堤防
耐震や液状化に対する技術的評価結果が無ければ、堤防高を
地震前の25％の高さとしています。

防波堤
耐震や液状化に対する技術的評価結果が無ければ、構造物無
しとしています。

道路・鉄道 地形として取り扱っています。

水門等
耐震性を有し自動化された施設、常時閉鎖の施設等以外は開
放状態として取り扱っています。

建築物
建物の代わりに津波が遡上する時の摩擦（粗度）を設定して
います。

（４）津波浸水シミュレーションの基本条件について

① 計算領域及び計算格子間隔

ａ） 計算領域は、「南海トラフの巨大地震モデル検討会」での解析条件を踏襲

し、震源を含む範囲としました。

ｂ） 計算格子間隔は、陸域から沖に向かい12.5m、25m、50m、150m、450m、1350m

としました。沿岸部の計算格子間隔については12.5m としています（表－

２、図－11）。

表－２ 計算領域と計算格子間隔

領域名 メッシュサイズ

沖合領域 450m～1350m

大領域 50m～150m

中領域 25m

詳細領域（沿岸部） 12.5m
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図－11（１） 計算領域及び計算格子間隔（沖合領域）

（メッシュサイズ 1350m の全範囲および 450m、150m の一例）

図－11（２） 計算領域及び計算格子間隔（大領域～中領域）

（メッシュサイズ 150m、50m、25m、12.5m の一例）

115500mm メメッッシシュュ範範囲囲

5500mm メメッッシシュュ範範囲囲

2255mm メメッッシシュュ範範囲囲

1122..55mm メメッッシシュュ範範囲囲

1350-01

0450-01

※図中の枠内数値は、メッシュ番号。
最初の４桁はメッシュサイズ（m）を示す。
（ただし、0013 は 12.5m メッシュ）

445500mm メメッッシシュュ範範囲囲

11335500mm メメッッシシュュ範範囲囲
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図－11（３） 計算領域及び計算格子間隔（詳細領域（沿岸部））

② 計算時間及び計算時間間隔

計算時間は、最大浸水範囲、最大浸水深が計算できるように地震発生から 6 ～

12 時間とし、計算時間間隔は 0.1～0.125 秒間隔としました。

③ 陸域及び海域地形

ａ）陸域地形

陸域部は、国土地理院の基盤地図情報（数値標高モデル）5m、10m メッシ

ュデータを用いて作成しました。

ｂ）海域地形

海域地形は、「海溝型地震津波想定に関する報告書、長崎県（平成 24 年３

月）」の津波解析モデルデータを用いました。

12.5m メッシュ

計 50 範囲

□：12.5m メッシュ範囲



14

６． 浸水面積等について

（１） 浸水面積

今回の津波浸水想定による長崎県沿岸 20 市町の浸水面積は下記のとおりです。

表－３ 市町毎の浸水面積

単位：ヘクタール

浸水面積（浸水深毎）

1cm以上
30cm未満

30cm以上
1m未満

1m以上
2m未満

2m以上
5m未満

5m以上
10m未満

10m以上

長崎市 140 220 90 30 - - 480

佐世保市 180 330 240 150 - - 900

島原市 40 60 30 10 * - 140

諫早市 20 30 20 10 - - 80

大村市 40 20 10 * - - 80

平戸市 40 90 110 40 - - 290

松浦市 40 40 60 20 - - 170

対馬市 80 210 150 30 - - 460

壱岐市 40 70 50 10 * - 180

五島市 60 130 160 * - - 350

西海市 40 90 100 20 - - 250

雲仙市 20 30 20 * * - 80

南島原市 80 180 90 40 - - 390

長与町 * * * - - - *

時津町 * * * - - - *

東彼杵町 * * * * - - 20

川棚町 10 10 * * - - 40

小値賀町 10 20 30 * - - 60

佐々町 * * * * - - *

新上五島町 30 70 90 * - - 190

合計 880 1,640 1,280 390 * - 4,200

※ 「－」：浸水なし、「*」：10未満、「10」：10以上15未満、「20」：15以上～25未満。 合計欄で「*」は20未満。

と表示（以下同様の四捨五入）しています。

※ 河川部分を除いた陸域部の浸水面積。

※ 四捨五入の関係で合計の面積が合わないことがあります。

市町名
浸水面積
合計
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（２）市町別の沿岸部における最高津波水位等

各市町の沿岸部における最高津波水位は以下のとおりです。

津波による海面への影響開始時間や最高津波水位の到達時間は、津波断層モデルに

よって異なります。津波断層モデル毎に影響開始時間や最高津波水位を参考資料に取

りまとめていますので、ご参照ください。

表－４ 各市町の沿岸部における最高津波水位等

西海市 4 南海トラフ ケース11

諫早市 5

雲仙市 7

南島原市 6

島原市 7

大村市 3

川棚町 3

長与町 2

東彼杵町 2

時津町 2

佐々町 3 南海トラフ ケース５

松浦市 4

壱岐沿岸 壱岐市 7

対馬沿岸 対馬市 5

小値賀町 3

新上五島町 3

五島市 3 南海トラフ ケース11

松浦南部沿岸

松浦北部沿岸

長崎西沿岸

有明海沿岸

大村湾沿岸

西山断層および北方延長部の断層
（F60）大すべり左側

雲仙地溝南縁東部断層帯と
西部断層帯の連動

大村-諫早北西付近断層帯

4 南海トラフ ケース５

4
西山断層および北方延長部の断層

（F60）大すべり左側

最高津波水位
T.P.+ｍ

五島沿岸

地域海岸区分 市町名

長崎市

佐世保市

橘湾沿岸

平戸市

最大クラスの津波をもたらす
津波断層モデル

5

対馬海峡東の断層

※ この津波浸水想定は、現在の知見を基に津波の浸水予測を行ったものであり、想定より大きな
津波が来襲し、津波高は高くなる可能性があります。

※ 「最高津波水位」は、海岸線における津波の水位を標高で表示しています。なお、メートル以下
第２位を四捨五入し第１ 位を切り上げた数値を表示しています。

※ 気象庁が発表する「津波の高さ」は平常潮位（津波が無かった場合の同じ時間の潮位）からの高
さですので、最高津波水位とは異なります。

※ 標高は東京湾平均海面からの高さ（単位：T.P.+m）として表示しています。
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７． 今後について

長崎県では、最大クラスの津波から「なんとしてでも人命を守る」ため、ハードとソ

フトの施作を組み合わせた「多重防御」による津波防災地域づくりを推進していきます。

その取組として、今回の津波浸水想定を基に、沿岸市町では、津波ハザードマップの

策定や住民の避難方法の検討、市町防災計画の改定等に取り組むこととなるため、市町

に対する技術的な支援や助言を行っていきます。

なお、今回設定した最大クラスの津波については、津波断層モデルの新たな知見（内

閣府・中央防災会議、地震調査研究推進本部、国土交通省、隣接県等）が得られた場合

には、必要に応じて見直していきます。

さらに、堤防整備等の目安となる設計津波の水位については、今後、引き続き検討し

ていきます。



（参考資料）

参-1

参考１． 寛政４年（1792 年）の火山活動により発生した山体崩壊に伴う津波について

寛政４年（1792年）に雲仙岳（注）の火山活動による地震動で山体崩壊が発生し、大量

の土砂が海に突入することにより発生した津波で、長崎県や熊本県の沿岸に大きな被害

が発生したとの記録がありますが、津波浸水想定を検討するにあたり、以下の状況から、

現時点ではこの現象を検討対象としないこととしました。

（１）天狗山（眉山の一部）

寛政４年（1792年）の雲仙岳の火山活動の際に崩壊土砂が海に突入し「島原大変

肥後迷惑」と呼ばれる津波を引き起こしたが、現況の地形では、津波を引き起こす

ことは考えづらい。

（２）七面山（眉山の一部）

眉山の一部である七面山は、天狗山が崩壊した当時に比べ山頂から海岸線までの

距離が２倍程度あり、仮に崩壊したとしても津波を引き起こすことは考えづらい。

（３）溶岩ドーム（平成新山）

平成２年(1990年)～平成７年(1995年)の噴火による溶岩の噴出により、普賢岳頭部

に新たに形成された溶岩ドームについては、国土交通省雲仙復興事務所によるシミ

ュレーションによると、仮に崩壊したとしても、土砂は海まで到達しない。

参考図－１ 雲仙岳内の天狗山、七面山、普賢岳の位置図

----------

（注）：雲仙岳は、島原半島の４分の３を占める形成時期の異なる複数の山体からなる火

山群の総称で普賢岳はその主峰の名称、眉山も雲仙岳の山体。

溶溶岩岩ドドーームム



（参考資料）

参-2

参考２． 津波断層モデル毎の津波水位等について

各津波断層モデルによる沿岸市町の津波水位などについては、下表のとおりです。

参考表－２（１） 市町毎の最高津波水位等（南海トラフ）

西海市 88 167 4 141 167 4

諫早市 117 245 3 145 253 3

雲仙市 144 166 4 145 169 4

南島原市 130 383 3 144 171 4

島原市 － － － 188 188 3

大村市 － － － － － －

川棚町 － － － － － －

長与町 － － － － － －

東彼杵町 － － － － － －

時津町 － － － － － －

佐々町 170 185 3 170 194 3

松浦市 215 357 3 215 358 3

壱岐沿岸 壱岐市 204 537 2 217 537 2

対馬沿岸 対馬市 217 681 2 218 677 2

小値賀町 161 227 3 163 226 3

新上五島町 85 150 3 87 150 3

五島市 83 138 3 84 147 3

84 309

313 4

最高津波
水 位

（T.P.+ｍ）

最高津波
水 位

（T.P.+ｍ）

3 156 306 4

160 4

長崎西沿岸

有明海沿岸

大村湾沿岸

南海トラフ ケース11

最大津波
到達時間
（分）

五島沿岸

地域海岸区分 市町名

南海トラフ ケース５

影響開始
時 間
（分）

影響開始
時 間
（分）

最大津波
到達時間
（分）

長崎市 86 282 4 124

平戸市 91 311 3 160

松浦南部沿岸

松浦北部沿岸

橘湾沿岸

佐世保市

※ この津波浸水想定は、現在の知見を基に津波の
浸水予測を行ったものであり、想定より大きな津
波が来襲し、津波高は高く、到達時間は早くなる
可能性があります。

※ 「影響開始時間」は、海岸線における海面水位が
±20cm の変動が生じるまでの時間です（海辺に
いる人の人命に影響が出るおそれのある水位変
化）。±20cm 以上の水位変動がない場合は「－」
としています。

※ 「最高津波水位」は、海岸線における津波の水位
を標高で表示しています（右図参照）。なお、メー
トル以下第２位を四捨五入し第１位を切り上げた
数値を表示しています。

※ 気象庁が発表する「津波の高さ」は平常潮位（津
波が無かった場合の同じ時間の潮位）からの高さ
ですので、最高津波水位とは異なります。

参考図：最高津波水位 推計位置

最高津波水位



（参考資料）

参-3

参考表－２（２） 市町毎の最高津波水位等

（雲仙地溝南縁東部断層帯と西部断層帯の連動、大村-諫早北西付近断層帯）

西海市 67 221 2 5 34 3

諫早市 0 8 5 － － －

雲仙市 0 10 7 － － －

南島原市 0 4 6 － － －

島原市 0 5 7 － － －

大村市 － － － 1 21 3

川棚町 － － － 8 22 3

長与町 － － － 5 39 2

東彼杵町 － － － 1 18 2

時津町 － － － 8 41 2

佐々町 202 231 2 － － －

松浦市 － － － － － －

壱岐沿岸 壱岐市 － － － － － －

対馬沿岸 対馬市 171 340 2 － － －

小値賀町 135 136 2 － － －

新上五島町 67 78 2 － － －

五島市 67 84 3 － － －

111 153 2

24 49 3

－ －－

201 206 2

7 54 4 5 24 2

長崎西沿岸

有明海沿岸

大村湾沿岸

大村-諫早北西付近断層帯
雲仙地溝南縁東部断層帯と

西部断層帯の連動

影響開始
時 間
（分）

影響開始
時 間
（分）

最大津波
到達時間

（分）

最大津波
到達時間

（分）

最高津波
水 位

（T.P.+ｍ）

最高津波
水 位

（T.P.+ｍ）

五島沿岸

地域海岸区分 市町名

長崎市

平戸市

松浦南部沿岸

松浦北部沿岸

橘湾沿岸

佐世保市

※ この津波浸水想定は、現在の知見を基に津波の
浸水予測を行ったものであり、想定より大きな津
波が来襲し、津波高は高く、到達時間は早くなる
可能性があります。

※ 「影響開始時間」は、海岸線における海面水位が
±20cm の変動が生じるまでの時間です（海辺に
いる人の人命に影響が出るおそれのある水位変
化）。±20cm 以上の水位変動がない場合は「－」
としています。

※ 「最高津波水位」は、海岸線における津波の水位
を標高で表示しています。なお、メートル以下第２
位を四捨五入し第１位を切り上げた数値を表示し
ています。

※ 気象庁が発表する「津波の高さ」は平常潮位（津波
が無かった場合の同じ時間の潮位）からの高さで
すので、最高津波水位とは異なります。

参考図：最高津波水位 推計位置

最高津波水位



（参考資料）

参-4

参考表－２（３） 市町毎の最高津波水位等

（対馬海峡東の断層、西山断層および北方延長部の断層（F60）大すべり左側）

西海市 159 197 3 87 105 3

諫早市 － － － － － －

雲仙市 － － － － － －

南島原市 － － － － － －

島原市 － － － － － －

大村市 － － － － － －

川棚町 － － － － － －

長与町 － － － － － －

東彼杵町 － － － － － －

時津町 － － － － － －

佐々町 － － － － － －

松浦市 133 188 3 20 76 4

壱岐沿岸 壱岐市 99 112 4 19 37 7

対馬沿岸 対馬市 50 71 5 20 120 3

小値賀町 146 158 3 58 107 3

新上五島町 151 169 3 67 142 3

五島市 168 347 3 79 145 3

118 153

155 3

4

136

193 281 3

長崎西沿岸

有明海沿岸

大村湾沿岸

対馬海峡東の断層

影響開始
時 間
（分）

最大津波
到達時間
（分）

最高津波
水 位

（T.P.+ｍ）

五島沿岸

地域海岸区分 市町名

長崎市

平戸市

松浦南部沿岸

松浦北部沿岸

橘湾沿岸

佐世保市

34 72 5

西山断層および北方延長部の断層
（F60）大すべり左側

最大津波
到達時間
（分）

最高津波
水 位

（T.P.+ｍ）

110 191 3

58 82 4

影響開始
時 間
（分）

※ この津波浸水想定は、現在の知見を基に津波の
浸水予測を行ったものであり、想定より大きな津
波が来襲し、津波高は高く、到達時間は早くなる
可能性があります。

※ 「影響開始時間」は、海岸線における海面水位が
±20cm の変動が生じるまでの時間です（海辺に
いる人の人命に影響が出るおそれのある水位変
化）。±20cm 以上の水位変動がない場合は「－」
としています。

※ 「最高津波水位」は、海岸線における津波の水位
を標高で表示しています。なお、メートル以下第２
位を四捨五入し第１位を切り上げた数値を表示し
ています。

※ 気象庁が発表する「津波の高さ」は平常潮位（津波
が無かった場合の同じ時間の潮位）からの高さで
すので、最高津波水位とは異なります。

参考図：最高津波水位 推計位置

最高津波水位



（参考資料）

参-5

＜長崎県津波浸水想定の主な変更履歴＞

第１版： 平成 26年 3月 31 日公表

第２版： 平成 28年 10 月 31 日公表

第１版から下記の内容を変更

・ 国土交通省・内閣府・文部科学省が平成 26 年 8 月に公表した「日本海にお

ける大規模地震に関する調査検討会」の調査結果（図－６）に基づき、選定

した最大クラスの津波に「西山断層及び北方延長部の断層（F60）大すべり

左側」を追加（図－７）。

・ 長崎県津波浸水想定（第１版）に「西山断層及び北方延長部の断層（F60）

大すべり左側」による津波浸水シミュレーション結果を重ね合わせ、最大と

なる浸水域、最大となる浸水深を更新。

・ 上記の結果と一部精査により、長崎県津波浸水想定図、解説の市町毎の浸水

面積（表－３）、各市町の沿岸部における最高津波水位等（表－４）を最新

版に更新。

・ 市町毎の最高津波水位等（参考表－２）に、「西山断層及び北方延長部の断

層（F60）大すべり左側」による影響開始時間、最大津波到達時間、最高津

波水位を追加。


